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したものに、 Hans-J oachim Brac誌の研究がある 5)。 しかし、シューマンとジャン・パウルを論じた論文
には、むしろ文学青年シューマンの文章とジャン・パウルを比較したものの方が多い。渡辺鑓は fシュ
マンと文学jのなかでそうした観点からジャン・パウルとの関誌を要約しているし6)、F.OUoの“Robert
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